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 eq \o\ac(□,1)　あいての話を上手に聞こう！
	 eq \o\ac(□,2)　あいての話をたくさん聞こう！

	
	 eq \o\ac(□,3)　話し上手になろう！
	 eq \o\ac(□,4)　おねがいのしかたをしろう！
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展開
	1． 仲間や友だちと仲良くしたり、助け合ったりするために、お互いにお願いをする場面があることを知らせる。
2． 上手な話し方のポイントにプラスして、人にお願いをするときの“言葉”として大切なポイント（１．あいてにひとこと声をかける、２．「～してくれる？」と聞く、３．「ありがとう」と言う）を学習し、練習させる。

	活動項目
(所要時間)
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	活動内容

	準備物

	1. 復習と
導入(3)
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	復習：○ﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの意味：「なかまや友だちと、なかよくする、たすけ合う」
○上手に話すポイントは？
①あいてに体をむける
②ちょうどよい声の大きさで話す
③じぶんが話したら、あいてにも話をしてもらう
導入：○お互いが仲良く助け合う関係を作るために、話すことは大切。
○話す場面にはいろいろあり、その１つに「人に何かを、お願いする場面」がある。　例：そこにある鉛筆をとってほしいとき
道を通りたいのに、通りにくいとき
○毎日の生活には、人にお願いをする場面がたくさんある。
○上手に話すポイントを磨いてお願い上手になろう。
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	2．今日の
めあて (1)
	
	めあて：「おねがいのしかたをしろう！」
	


	3．活動「おねがいをしよう！」(31)

	
	・どんなお願いの仕方をすると、よいだろう？２つのモデルを提示する。
（ 映像活用 or 実演：クマ【話す役】とウサギ【聞き役】）
○今日は特に、クマさんがお願いするときの“言葉”は
何と言っているか？に注目すること。
・ブレインストーミング（以下を聞いていく）
１）どちらのお願いの仕方がよかったか。
２）１回目のクマは何とお願いしていたか。
３）１回目のようなお願いの仕方をされたウサギは、どう思うか。
４）２回目のクマは何とお願いしていたか。
５）２回目のようなお願いの仕方をされたウサギは、どう思うか。

1かいめ　　　　　　　　　　　2かいめ
　　　　　　　　　　　　　ねえねえウサギさん
かりるよ　　　　　　　　かしてくれる？　
ありがとうと言わない　　ありがとう

・お願いをするときの３つのポイントについて説明
（児童の意見を生かして、板書と結びつけながら説明）
「２．「～してくれる？」と聞く」ことについて
お願いをするときは、相手が「よい」と言うか「よくない」と言うか、その返事を聞くことが大切。相手の返事を聞く前に、自分がしたいことをしてしまったら、“お願い”にならない。
お願いをする時の話し方の練習（実態に応じて活動方法の変更可能）
【全体練習】お願いの言葉を考える。
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【子ども同士の練習】
・２人組を決めて、プリントを配付する。
・やり方のモデルを提示する。
・練習① 相手に消しゴムを借りるお願いをしてみる。
・練習② 相手に席を代わってもらうお願いをしてみる。
→全体シェアリング
○きちんとした言葉でお願いをされると、どんな気持ちになるか。
○きちんとした言葉でお願いをして、相手が聞き入れてくれるとどんな気持ちになるか？
２年生全体のまとめ
・今日のようなお願いの仕方ができると、お互いが気持ちよく生活できるようになる。
・このようにお互いが気持ちよく生活できるようにすることが、ピア・サポートである。
	

	4.　確認(5)
	

	・プリントを用いて学習したことの確認を行う。
⇒キーワード　「声」「してくれる」「ありがとう」
	

	5.ふりかえ
プリントの
記入(5)
	
	・授業での自分を振り返り、感想を書く。
	














1.あいてにひとこと声をかける





2.「～してくれる？」と聞く





3. 「ありがとう」という
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